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「
市
長
公
室
」
を
「
企
画
財
政

課
」
に
、「
観
光
商
工
課
」
を
「
観

光
交
流
課
」
に
、「
農
林
水
産
課
」

を
「
産
業
振
興
課
」
に
、「
健
康
福

祉
課
」
を
「
健
康
増
進
課
」
と

「
福
祉
事
務
所
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名

称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
変

更
さ
れ
た
組
織
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

　
「
伊
豆
は
一
つ
」を
合
言
葉
に
、伊

豆
地
域
の
観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け

て
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
の
創
設
活
動
を

展
開
し
て
き
た
結
果
、
国
土
交
通

省
よ
り
平
成　

年
７
月
に
伊
豆
ナ

１７

ン
バ
ー
誕
生
の
内
示
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成　

年
３
月
に
は

１８

国
土
交
通
省
か
ら
導
入
の
時
期
と

し
て
平
成　

年　

月　

日
が
発
表

１８

１０

１０

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
伊
豆
ナ
ン
バ
ー

が　

月　

日
以
降
の
新
規
登
録
や

１０

１０

移
転
登
録
等
を
す
る
車
か
ら
順
次

切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

動
く
広
告
塔
と
し
て
、
全
国
に

伊
豆
を
発
信
す
る
こ
と
で
、「
観
光

伊
豆
」を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ
り
、
経
済
波

及
効
果
が
見
込
ま
れ
、
伊
豆
が
元

気
に
な
れ
ば
下
田
も
元
気
に
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
1 　
 
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
に
切
り
替

・

わ
る
車
の
種
類
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、小
型
特
殊
、ミ
ニ
カ
ー

を
除
く
全
車
種
が
該
当
し
ま
す
。

　

１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
や
小
型
特
殊
、
ミ
ニ
カ
ー

は
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
今

ま
で
ど
お
り
各
市
町
名
の
ナ
ン
バ
ー

の
ま
ま
で
す
。

Ｑ
2 　
 
現
在
、
沼
津
ナ
ン
バ
ー
で

・

す
が
、　

月　

日
に
な
っ
た
ら
伊

10

10

豆
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

該
当
地
域
内
の
全
て
の
車
に

つ
い
て
強
制
的
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
変
更
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

新
規
登
録
の
際
や
移
転
登
録
、

変
更
登
録
等
に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
変
更
す
る
際
に
順
次
伊

豆
ナ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
す
る
場
合
に
も
伊

豆
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
で
き
ま
す
。

Ｑ
3 　
 
今
乗
っ
て
い
る
車
の
ナ
ン

・

バ
ー
を
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
に
変
え
た

い
の
で
す
が
手
数
料
は
か
か
り
ま

す
か
？

Ａ　

新
た
な
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
沼
津
ナ

ン
バ
ー
地
域
内
で
の
移
転
登
録
等

の
際
に
は
必
要
が
な
か
っ
た
ナ
ン

バ
ー
の
取
得
費
用
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
伊
豆

ナ
ン
バ
ー
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
４
桁
の
番
号
も
変
わ
り
ま
す
が

以
前
と
同
じ
４
桁
の
番
号
を
希
望

す
る
場
合
（
希
望
ナ
ン
バ
ー
制
の

あ
る
車
種
の
場
合
）
は
従
前
と
同

じ
希
望
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
代（
通

常
よ
り
高
額
）
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
ご
自
分
で
直
接
登

録
し
な
い
場
合
は
代
行
業
者
へ
の

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
4 　
 　

月
以
降
に
新
車
を
買
い

・

10

ま
す
が
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　
　

月　

日
以
後
に
新
車
を
購

１０

１０

入
す
る
場
合
や
ナ
ン
バ
ー
の
つ
い

て
い
な
い
中
古
車
を
新
規
登
録
す

る
場
合
は
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
調
整
業
務
担
当

�
�
２
２
１
２

庶務係、議事係議 会 事 務 局
企画調整業務担当、行革推進業務担当、
財政業務担当、電算管理業務担当企 画 財 政 課

庶務係、人事係、秘書広報係、検査係総 務 課
市民税係、資産税係、収納係、滞納対策係税 務 課
市民係、防災係市 民 課
産業振興係、施設整備係産 業 振 興 課
観光戦略係、交流館係観 光 交 流 課
土木管理係、都市住宅係、伊豆縦貫道係建 設 課
業務係、工務係下 水 道 課
健康づくり係、国保年金係、介護保険係健 康 増 進 課
保護係、福祉係、子育て支援係福 祉 事 務 所
清掃センター、環境保全係環 境 対 策 課
会計係出 納 室
業務係、工務係水 道 課
庶務係、学校教育係学 校 教 育 課
社会教育係、図書係生 涯 学 習 課
選挙係選 挙 管 理 委 員 会
監査係監 査 委 員 事 務 局

沼津自動車検査登録事務所
沼津市原字古田2480
電話 ０５０－５５４０－２０５１

登録自動車等

軽自動車検査協会
静岡事務所沼津支所
駿東郡長泉町下土狩字鮎壷1069－1
電話 ０５５－９８８－３８４７

軽自動車

伊豆ナンバーの車の
検査・登録に関する手続き
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多様なニーズに的確に応えていく
ため、行政組織運営を刷新し、効
果的かつ効率的に事務・事業を執
行するための組織・機構に改編い
たしました。

●
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10月10日から
導入

伊
豆
ナ
ン
バ
ー
Ｑ
＆
Ａ
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－１１－  広報しもだ  ２００６. ４ 月号

国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
改
正

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年

１８

１９

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月

額
1
3
、 8
6
0
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成　
２９

年
度
ま
で
、
毎
年
度
月
額
２
８
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
月

額
１
６
、 ９
０
０
円
と
な
る
予
定
で

す
。

　

こ
れ
は
、
年
金
を
支
え
る
力
と

給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の

も
の
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
の
納

１８

付
案
内
書
は
、
４
月
上
旬
に
社
会

保
険
庁
か
ら
、
み
な
さ
ま
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
必
ず
納

付
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
『
前
納
制
度
』
や
『
口
座

振
替
の
早
割
制
度
』
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
保
険
料
が
割
引
に
な
り

ま
す
。

　

お
得
な
『
前
納
制
度
』
や
『
口

座
振
替
の
早
割
制
度
』
は
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

年
金
は
、

納
付
し
た
額
の
１
・
７
倍
以
上

　

基
礎
年
金
額
の
１
／
３
（
将
来

は
１
／
２
）
は
国
庫
負
担
で
す
。

　

今
後
も
保
険
料
の
改
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
庫
負
担
が

あ
る
こ
と
で
、若
者
で
あ
っ
て
も
、

平
均
で
、
納
付
し
た
額
の
１
・
７

倍
以
上
の
年
金
が
、
受
け
取
れ
る

計
算
と
な
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
も

２０
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
収
入
が
少
な
く
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
学

生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度

を
申
請
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が
、

一
定
期
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

★
ご
注
意
！

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事

故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

手
続
き
の
方
法

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。『
学
生
証
』

と
『
年
金
手
帳
』
を
ご
持
参
の
上
、

市
役
所
健
康
増
進
課
の
年
金
窓
口

へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

平
成　

年
度
の
年
金
額
は

18

0
・
3
％
引
き
下
げ

　

平
成　

年
の
平
均
の
全
国
消
費

１７

者
物
価
指
数
が
、
対
前
年
マ
イ
ナ

ス
０
・
３
％
で
あ
っ
た
た
め
、
平

成　

年
度
の
満
額
の
老
齢
年
金
額

１８
は
、年
額
7
9
2
、 1
0
0
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
０
・
３
％
少
な

い
金
額
と
な
り
ま
す
。お
お
よ
そ
、

月
額
２
０
０
円
ほ
ど
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
新
し
い

１８

年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
６
月

の
定
期
支
払（
４
月
及
び
５
月
分
）

か
ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、
老
齢
厚

生
年
金
や
遺
族
厚
生
年
金
を
、
併

せ
て
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
の
改
正
に

１８

よ
り
、　

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、

６５

 【 
障
害
基
礎
年
金
＋
老
齢
厚
生
年
金
】

ま
た
は 【
障
害
基
礎
年
金
＋
遺
族
厚

生
年
金
】 を
併
せ
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が
就

労
し
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
時
、

掛
け
た
厚
生
年
金
が　

歳
以
降
の

６５

年
金
給
付
に
反
映
さ
れ
や
す
い
仕

組
み
に
な
り
ま
し
た
。

※
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
必
ず
し

も
年
金
の
受
給
額
が
増
え
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

※　

歳
以
上
で
障
害
基
礎
年
金
と

６５老
齢
厚
生
年
金
や
遺
族
厚
生
年

金
の
両
方
を
受
け
取
る
権
利
の

あ
る
方
は
、
三
島
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　

年
金
制
度
に
つ
い
て
は
社
会
保

険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
i
a
.
g
o
.
j
p
/

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年金制度が変わります
平成16年度の年金制度改正により、平成18年4月から
次のとおり年金制度が改正されました。

年年金金制制度度がが変変わわりりまますす

国
民
年
金
保
険
料

年
金
給
付 （
年
金
受
給
）

障
害
基
礎
年
金
と
、

老
齢
厚
生
年
金
や
遺
族
厚
生
年
金
が

併
せ
て
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

三島社会保険事務所

　�  ０ ５ ５ － ９ ７ ３ － １ １ ６ ６
ねんきんダイヤル

　受給者用　  � 0570－07－1165
　被保険者用  � 0570－05－1165
健康増進課国保年金係

　　　　　　  � ２ ２ － ３ ９ ２ ２

　

歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

20
 「
学
生
納
付
特
例
制
度
」 の

申
請
を
忘
れ
ず
に　
！！

問合せ先


